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『教義に 関 して 信徒に 聞 く』試訳（2）

岡村 鮮子

　『教義 に 関 して 信徒 に 聞 く』 は 、 次号 で しか もニ ュ
ー

マ ン に と っ て 最後の

『ラ ン ブラ
ー
』誌で 発 表 された 。 そ の 内容 と文 体 は 、 すで に 説 明 した背景 と

の 関連 か ら と りわ け重要で ある 。

　 ニ ュ
ーマ ン が 「ラ ン ブ ラ ー』の 問題 とア イル ラ ン ド大学の 問題 を関係付け、

彼独自の 使命 に つ い て の 語 り方か ら、 次の こ とが明 らか に な る 。 即ち 、 生 き

生 きと し教育の あ る信徒 の 存在が 、後の カ トリ ッ ク教会の 概念 と神学 に と っ

て根本的で あるだ けで は な く、 彼 の 作品は 細 部 にい たる まで 信徒の 発展神学

と して み るの が もっ と も実りあ る ア プロ ー
チ で ある 。 そ うすれ ば 、 カ トリ ッ

ク 教会 で の彼 の 生 涯 を通 して 、 なぜ ニ ュ
ー マ ン が 苦 しん だ か 、 ま た なぜ そ れ

ほ どまで に深 く苦 しん だ かが一 層理解 で きる 。

　 オ リエ ル 学寮の 教師の 時の よ うに活動的 なの は 教会内で の 彼 の 使 命で は な

い と 、
ニ ュ

ーマ ン は ご くゆ っ くりと 、 しか も しぶ しぶ と悟 っ て い っ た 。 彼 は

信徒 を指導 し 、 教 え 、 彼 らの 必要 を満足 させ る の で は な く、 む しろ 、 彼 らの

必 要性 の こ とで 苦 しみ 、 そ れ に つ い て 書 く方が よか っ た 。 そ して 、 将来の 聖

職 者 と信徒 の 世 代が 恥 じ入 っ て 、 よい 精神で と もに働け る よ うに 、 英雄的 に

慈 悲 を実践す るべ きで あ っ た 。 約 8年ほ ど前 、 ア イ ル ラ ン ドに 出 か け る前の

1851年 に、彼 は信徒 をい つ も 「カ トリ ッ ク精神 の 尺度」 と して 言及 して い た 。

『彼 らは 3世紀 前 に 、 ア イル ラ ン ドの 教会 を救 い 、 イ ン グ ラ ン ドの 教 会 を裏
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切 っ た 。 わ れ わ れ の 支配者は 正 し く民 は 臆病者で あ っ た 。 』 今 や 、 彼 は ほ と

ん ど反対 の 状況 に み える 事態 に注 意 を向けて い た 。 「ラ ン ブ ラ
ー
』 をめ ぐる

論争 とそ こ で 宣言 され た精神 の た め に 、 彼 が そ の 渦 中に放 り込 まれ たの は疑

い ない
。 彼 を憤慨 させ たの は司教団で は な く、彼が非常 に 尊敬 して い た

一
人

の 司教 ウ ラ ソ ン が信徒 に取 っ た 態度 で あ っ た 。 ウ ラ ソ ン に と っ て さ え 、 信徒

は そ の 責任の 範囲内で の 事柄 で 、 相 談 され る権 利 を もつ 責任 の あ る 大人の 協

力者 とい うよ りはむ しろ 、 霊 的に 「永遠 の 少年」 に過 ぎな い
。

ニ ュ
ー マ ンが

徹底 的に神学 的考察 に 曝そ う と したの は こ の 点で あ る。

　『教 義 に関 して 信徒 に 聞 く』 は 、 まず英語 の 慣用語 法 とラ テ ン 語 の 神 学的

用法 の 違 い につ い て の 堅苦 しい 議論で始 まる 。 ラ テ ン 語 の
‘

consult
’

の 意味

は 「相談す る」だが 、慣用的 に 「判 断を仰 ぐ」や 、 同様 に 「事実 を確か め る」

とい う意味 を含ん で い る 。 だか ら、 信徒 に 聞 くの は 、 当然使 徒伝承 の 証言 と

して その 信仰 を尋 ねる こ とで あ り、 教会 の どの よ うな教義 もそ の 使徒伝承 に

従 っ て 決定 され る の で あ る 。 『ラ ン ブ ラ
ー

』前号 の 反撃 を受 ける こ と に な っ

た文 章で 使 わ れ た 言葉 は 、
こ の よ うな 慣用 語 法 的 な意味 で あ っ た 。 即 ち、

「多数 の 証言 を聞 く」 とい う意味 で 「信 徒に 聞 く」の で あ る 。
ニ ュ

ー
マ ン は

少 々 皮 肉 ま じ りに 、 母国語 を作 り直す こ と は で きない と述べ
、 ラ テ ン語 の 論

文で 必要 と され るあの 表現 の 完全 な語法上 の 正確 さが ない の は 身勝手で 不 誠

実の 印だ 、 と極 め つ ける 人々 を非難 して い る 。

　ニ ュ
ー

マ ン は 今度 は 攻勢 に 出 て 、厳密 に神 学上 の 意味 に お い て で さ え 、 信

徒は 聞か れ る権利 が あ る と主張 す る 。 そ れ は キ リス ト教 世界 の 信徒 の 合意が

不謬 の 教会 の 声 で あ る とい う理 由で 、信徒 の 集団 は啓示 され た教 義の 事実 の

承認 で ある か らで ある 。

　 しか しなが ら、
こ の 信徒 の 合意が ある 時代 に は教父 た ちの 沈黙 を補うとは

い え 、 厳密 に は こ の 合意 が無謬で あ るの で は な く、 む しろ 合意は誤 りな き教

会 の 判 断の 道具 、 ま た は 証 なの で ある 。 そ れ に もかか わ らず 、教義 は信 徒の
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要求で 決定 され て きた 。 実に 、 時に信徒の 性急 さが恐 れ られ る ほ ど、 信徒は

敬意 をは らわれ て きた 。 しか し 、 常 に信徒の 要求は 司牧の 忠実な反映で あ り、

人 々 は 司教が 自 らを映す鏡で あ っ た か らだ 。
ニ ュ

ー マ ン は皮 肉な調子 に戻 っ

て 、 次の よ うに 言 っ て い る 。 「人 は 鏡 を 『見て 』、 自分 につ い て 他の 方法で は

知る こ との で きない 多くを学ぶ 。 」

　更に信徒や 住 民や 国民の 共通 の 合意 は聖 ア ウ グス テ ィ ヌ ス が 指摘す る よ う

に 、 ま さ に 教 会の 懐 の 中 に我々 を留め る 主 な要因 で あ る 。 また 、 「聖 書 で

は っ き りと述べ られて い な い 事柄 に 関 して は 、 神の 民の 習慣か 、 また は先祖

の しきた りが法 とみ な され るべ きで あ る 。 」

　 ニ ュ
ー マ ン は こ の 議論を 、 信徒の 合意の 特徴 を 5 つ あげて 締 め くくっ て い

る 。 そ れ は使徒的教義の 事実の 証言 、 キ リス トの 神秘体 の 内奥に ある 直感 の

よ うな もの 、 聖 霊 の 導 き、 信徒の 祈 りへ の 返 答 、 また誤 りへ の 警戒心、 誤 り

をす ぐに躓 きと感 じとる警戒心で あ る 。

　特徴の 2 番 目と 3 番 目が ニ ュ
ー マ ン の 教えの 核心 に通 じる 。 キ リス トの 神

秘 体の 奥深い 直感 は 、 明 らか に推論す る感覚 と対 で あ り、 各 自の 信仰 と良心

の 判断 に観念的同意 とは逆 の 現実的 同意 を くだす 能 力で あ る 。

　 5番 目の 特徴 は ニ ュ
ー マ ン の 自由教育 の 弁護 と関連 して い る 。 即 ち 、 本性

上 の 真 実 は決 して 啓示 に 反す る もの で は な い 。 彼が 説明 と して 、 『英 国 国教

会 の 困難』か ら 「生 命の 特性 は 肉体 の 中の い か な る 異物 も受け入 れ られ ない 」

を、引用 して い る の は 意味深い
。 オ ク ス フ ォ

ー ドの 大学生 と して 、 カ トリ ッ

ク 教徒 を認 め る彼 の 立 場の 基礎は 上 記の 言 葉 と態度か らで あ っ た 。 活力 と誤

りを排 除す る 力 を与 える 真の 独 立心 を身 につ ける た め に 、 若者は 誤 りを犯 す

こ とを恐れ て は な らない
。

　 ニ ュ
ー マ ン は こ こ で ア リ ウ ス 派の 論争 で の 信徒 の 証 を詳細 に 考察 して い

る 。 彼 らの 証言は 伝統 の 声で あ り、 ほ ぼ 4 世紀 の 大半 、
ニ ケ ア 信経 は 、 聖 座

や 公 会議 、司教 の 確固 とした 信仰 に よ っ て で は な く、 信徒の 合意 に よ っ て 守
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られ たの で あ る 。 したが っ て 、

一
時的に教 える教会の 機能が停止 した とい う

の は 、 司教 団が互 い に対立 し 、 信仰 告白に失 敗 したか らで あ る 。 証言内容 を

細部 にわ た っ て 考察 した後、教 える教会が必 ず し も教会 の 不 可謬性 の 有効 な

機関で は なか っ た と ニ ュ
ー マ ン は記 して い る 。 つ ま り、 教える教会が 分裂 し

て 異 な っ た意見 を述べ る か 、 全 く沈黙 して しま っ たの で 、 信徒の 合意が使徒

伝承 の 正統 な機 関 とな っ た と彼は言 っ て い る 。 確か に 四 世紀に は有効な指導

力が なか っ たために 、 権威の座 にある人々 には非常に不 快な や り方で 、 信徒

が 真理 に対す る 自らの セ ン ス を表現 した の で ある
。

　 ニ ュ
ー

マ ン は 次 に ア リウス 派異端で の 信徒 の 忠実 さの 証言資料 に む か う。

信徒の 合意 は カ トリ ッ ク 教義の 神学的前提 の ひ とつ で あ り、 例 えば 、 「無原

罪の 御宿 りの 教 義」の 決定が問題 とな っ た時の よ うに 、 必要 な時にの み 明 ら

か に な る と結論 づ けて い る 。 自らの 考 えを発展 させ た 一 連の 出来事か ら得た

自信 に基 づ い て 、 皮 肉を交 えなが ら、 彼 は次 の よ うに続 けて い る 。 ア リ ウ ス

派の よ うな異 端は も う起 こ らない だ ろ う し 、 今 は信徒の 証 言 を必 要 と しない

で 、 立 派 に や っ て い け る 時代 で は あ る が 、 （多分 こ の た め に 信徒 の 合意 は多

くの 人々 の 意識 に の ぼ らない の だろ う）教会の そ れ ぞ れ の 部 署が相応 しい 機

能 を もち 、 ど こ もない が しろ に されて は な らな い
。

　 ニ ュ
ー

マ ン は こ こ で 主要 な神学 的原則 を宣言す る 。 それ は 「信仰 の 事柄 に

関 して 、 信徒 は 聖職者 の 反映 とか反 響 にす ぎない が 、 『司牧者 と信徒の 協カ

ー 致』 に は 重 要な何 か が あ り、 そ れ は司牧者だ けに ある もの で は ない 」 とい

うもの で あ っ た 。 こ の こ とは 過去 の ア リ ウス 派 の 問題 の 時だ けで は な く、 信

徒 を教育 し、 当時の 教会組織の 中で そ の 地位 を確立 させ よ うと して 空 しい 努

力を重 ね た結果起 きた今の 不 幸な論争 に も含 まれ る と彼は 明 らか に感 じて い

る 。

　信仰心 は下 か ら始 ま る し 、 熱意 は 奨励 しな けれ ば な ら ない
。 「教 え る教会」

が 「信徒 に 聖 な る教義 を勉 強 させ ず、彼 らに は教 会の 言葉へ の 『黙従』 を要
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求 し 、 教育ある階級を無関心に 、 貧 しい 階級を迷信に 走 らせ て しまうよ りも」、

熱心 な
一
派を味方 にす る方が幸せ で ある 。

　英 国国教会時代 の 初め か ら、
ニ ュ

ー マ ン は カ トリ ッ ク 的考 え の 豊か さを強

調 して きた 。 『キ リス ト教教 義発展論 』 を先取 りし た オ ク ス フ ォ
ー ド大学 の

説教 で
、

こ の 考 えを次の よ うに 説明 して い る
。 その 豊か さ とは 何百万 もの 信

徒 の 魂 の 隠 され た 生命 の こ とで あ り、 そ の 真理 を公 に しない まま過 ぎた何 世

紀 もの 隠 され た生 命 、 聖 マ リア が 全 て の こ とを心 に留め 、 そ の た め神的真理

を受け入 れ学ん で い く点 で 、 私 た ちの 信仰 の 手本 とな っ た 隠 され た生 命の こ

とで ある 。

　信徒の 合意 で 試 され る の が 、 カ トリ ッ ク 的考えの 豊 か さで ある 。 この 豊 か

さは 、 宗教教 義 を形づ くる の に適切 な比喩的言語 を通 して の み伝 え られ る 。

しか しなが ら、 こ の 考 えには 天 上 的原 型が あ り、 こ の 地上 的考 え とそ の 天 上

的原 型の 間にあ る 一種 の 関係 は 存在す るが 、 その 他 の い か な る地上 の 考えに

は そ れ が ない とい う意 味で 、 誤解 の 可 能性 は 非常 に大 きい
。 そ して 科学 的説

明や 論理 的分析 をい ろい ろ試 み る が 、 終局 的 に全て が不 可 能や 矛盾 に終 わ る

と き初 め て 、 こ の 現 実の 豊 か さが単
一

の 概念や 説明方法だけで は 決 して 得 ら

れ ない こ とが分 る の で ある
。

　避 けが たい 変化 の 必 要 に 迫 られ て 異端が起 こ り、 その た め に教 会は啓示 の

意味内容を一
層明 らか に定義せ ざる を得な くなる 。 こ の ように して 教義の 発

展 が 進 む 。 そ れ は 、 「本来の 教義 をい っ そ う綿密 に 理 解 し、 明確に説明す る

こ とで ある 。 」 「しか し、 教 皇 、 公 会議 、 司教 、 信徒 か ら離れ た教会 とはい か

なる もの か 。 」

　 チ ャ ドウ ィ ッ ク教授 が 指摘 して い る よ うに、 『教義 に 関 して 信徒 に 聞 く』

の 重 要性 は 、
ニ ュ

ーマ ン が 教義発展論の 主要な問題点 を、 お お や けに 解決 し

よ うと した 最初の 試み とい うこ とで ある 。
こ こ で 、

ニ ュ
ーマ ン が 問題 に した

の は 、 教義決定の 前 に教 会の 精神 はい か に 見出 され るかで あ っ た 。
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　 こ の 論争を以 下の 記録が 決定 的 に裏付 けて い る 。 1859 年7月21 日 、 ア ク ト

ン は シ ン プ ソ ン 宛 に ニ ュ
ー

マ ン は 『ラ ン ブ ラ ー』 を得 て 上機 嫌で あ る と書 い

て い る 。 そ の 中で 、 厂教育 問題 に つ い て 論 説風 に」 とい う記事 を次号 （5月）

で ニ ュ
ー

マ ン が書 き、 7 月号で 、 「彼 は ジ ロ ウ氏 を取 り上 げるつ もりで ある」

とア ク トン は言 っ て い る 。 司教 が こ の 文 に鉛筆書 きで
、 「こ の 考 えが 『信徒

に 聞 く』 に で て い た の か」 とあ っ た 。 ジ ロ ウ は 『ラ ンブ ラ
ー

』の デ リン ガ ー

の 記事 を非難iす る64ペ ー
ジの 小冊子 を出版 した とこ ろ で あ っ た 。 こ の デ リ ン

ガ ー の 記事は 1858年8月号 の ラ ン ブ ラ ー誌 で 、 ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス がヤ ン セ ニ

ズ ム の 父で ある とい うア ク トン の 発 言に証明 を与 え 、 正 当化 しよ うとす る も

の で あ っ た 。 杓子定規な ジ ロ ウ に とっ て 、 ア ウ グス テ ィ ヌ ス がヤ ン セ ニ ズ ム

を教 えた か、 教 えな か っ た かが 問題 で あ っ て 、 もし教えなか っ た な ら、 そ の

よ うなこ と を考える の は 愚 か者か悪党 ぐらい で あ る とい うこ とで あ っ た 。 ま

た こ れ は デ リ ン ガ ー ほ どの 卓越 した神学者 が後ろ 盾 に な っ て い る の で 、 ばか

げた発言で は な く、 悪意 の ある 動機 か らで た もの で 、 したが っ て 、 必 ず即座

に ロ
ー

マ へ 告訴 しなけれ ば な らない とい うこ とで あ っ た 。

　 白か黒か とい う論理 に 閉じ込 め られた精神 に は異端の 発展 に しろ 、 教義の

発展 に しろ 、 どち らもま っ た く理 解で きな か っ た に ちが い な い
。 それ で 、 あ

る ひ とつ の 異 端、 ア リウ ス 派の 場合の 起源 と繁栄 と抑圧 に不 可避 的に伴う複

雑 さ につ い て 、 また教会の 精神が具体的に 自らを明示する 方法 を取 り上 げて 、

ニ ュ
ー

マ ン は ジ ロ ウに歴史の 講義 を しよ うと した の か も知 れ な い
。

　デ リ ン ガ ー 自身5月26 日 にニ ュ
ー

マ ン に手紙 を書 き、 ジ ロ ウの 小冊 子 に答

えるべ きか ど うか 尋 ね た 。 「学校 の
一

般 的 な神認識の なかの 歴 史的無知 とい

う厄 介 な問題 に 私 を巻 き込 む た め に、 あ なた は 『ラ ン ブ ラ
ー

』 に餌 をま い た

の だ 。 」 しか し こ れ 以 上 デ リ ン ガ ー が 介入 す れ ば 、 ラ ン ブ ラ ー 誌 の 評 判 を

い っ そ う落 とす だけだ とニ ュ
ーマ ン は感 じた よ うで ある 。

　バ
ー

ミ ン ガ ム ・オ ラ ト リ ー に ある ニ ュ
ー

マ ン と ジ ロ ウ の 未発表の 手紙の や
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りと りは 、
こ の 経過 の なか で 特別 に考慮す る価値 が あ る 。

ニ ュ
ー マ ン が記事

を書 い た と き、 何 を考えて い たか が い っ そ う正 確 にわか る か らで あ る 。 ジ ロ

ウ は ア シ ョ
ー神学校の 神学の 教授の 座 に23年間あ り、 1877年の 彼の 葬儀の お

り、 「聖書 の 言葉 そ の もの 、 教会の 権威あ る教 え、 聖 座 の 誤 りな き決定 、 理

性 の 証明 、 物理 学か数学の 文句な しの 証明 、 以上 の もの だけに彼は満足 した」

と言わ れ た人 だ っ た 。 。 彼 は有能で 、 建築 家 、 化学者 、 発 明家 で あ っ た が 、

限界 もあ っ た 。 少 々 風変 わ りで 、 た とえば 、 腕 時計 を発明 したが そ れで 大学

の ク ロ ノ メ ー タ ー を調整すべ きで あ る と主張 した りした 。

　文通 は 5月12 日 に 始ま り、 その 日 、 ジ ロ ウ は デ リ ン ガー へ の 返事の 写 しを

ニ ュ
ー マ ン に送 り、 『ラ ン ブ ラ ー 』5月号掲載の い くつ か の 表現 や方針 に 「非

常に問題 が あ る」 と抗議 した 。 彼 は 、 特 に次の 「最近 の 無原罪 の 御宿 りの 例

の よ うに 、 教義決定の 準備段階にお い て さえ 、 信徒が聞か れ る な らば」 とい

う言葉 を例 にあげた 。

　5月 13 日の ニ ュ
ー

マ ン の 返 事は 辛辣で そ っ けない もの で あ っ た 。 問題 に さ

れた 文章 は彼 の 責任 だ と認 め 、 異議 を もっ と くわ し く述 べ る よ うに求め た 。

今 まで の 『ラ ン ブ ラ
ー
』の 編集 方針につ い て 、 「私 は 今 月号 以前 は 、 あ なた

と同様 、 直接 に しろ 間接 に しろ 『ラ ン ブ ラ
ー

』 と関係があ りませ ん で した」

と述べ た 。

　 ニ ュ
ー マ ン は手紙 を ウ ラ ソ ン に 送 っ た が 、 5月15日付 けの 返事で 、 彼 は

ニ ュ
ー

マ ン とは反対 の ジ ロ ー側 に つ い て い た よ うで ある 。 ラ ン ブ ラー の 記事

に言及 され て い る 1848年頃の 教 皇書 簡につ い て ウ ラ ソ ン は次の よ うに 言 っ て

い る 、 「そ の 意 味 は 無原罪 の 御宿 りに つ い て の 聖 職 者 の 考 え と 、 慎 重 な方法

で だが信徒の 感清とを確かめ る よ う司教 ひ と りひ と りに要請す る こ とで あ っ

た ．．．．信徒 の 意見 を確認す る 方法 につ い て 、 特 に慎 重で あれ との 命令 に つ

い て は 、 信徒自身の 意見で は な く、 司牧者の 意見 を確認するべ きと私は 理解

して い た 。
とい うの は 司牧者は 、

一
般的 に 、 実践的 な信心業 か ら確証 を得 て
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い るか らだ。」

　教 え る教会 と教 え られ る教 会の 関係 に つ い て 続けて彼 は 言 う、 「刻印は 封

印が押 され て の み存在する 。 封印が あ るの に 、 当然 あ る はず の 刻 印が な けれ

ば 、 そ こ に あ る刻印は別の 印の もの に ちが い ない 。 」

　 ニ ュ
ー

マ ン は 封印の 比喩 を採 り入れ て 、 後で おおい に修正 して 使 っ て い る 。

一
方 ジ ロ ウ は文通 の 継続 に 熱心 で 、 5月 15 日の 次 の 手紙 で 、 前号 と同様 、 批

判的な精神 で 『ラ ン ブ ラ ー』 5月号 を読 ん だ こ と を認 め て い る 。
ニ ュ

ー
マ ン

が 編集者に な っ た こ とを知 っ て 、 彼 は 満足の 意 を表 した。 正 義が 悪 を打ち負

か し、 司教の 支配 が確立 し 、 『ラ ン ブ ラ ー』 の 正 統性がつ い に保証 され た と 。

　 しか しジ ロ ウ は 引 き下 が らなか っ た 。 信徒 に 聞 くとい う問題 の 言葉 は 「教

会の 不可謬性 は信徒の 共同体に 存在 し、 もっ ぱ ら、 教 える教 会が独 占す る も

の で は ない とす れ ば 、 不可 謬 の 教 える 教会 が 誤 りの な い 決定 に至 る た め に 、

誤 りや すい 信徒 に相談する こ とに な る 。 しか し 、 上 の 考 えは 少 な くと も異端

に近 い もの で ある」 と。

　 ニ ュ
ーマ ン は 5月 16 日に返事 を送 り、 後 に 記事の 中で 使 わ れ る こ とに な る

多くの 比喩 （た とえば晴雨計）を用い て 、 彼は 教会の 不 可 謬性 は 教 える教 会

だけに あ る とい うジ ロ ウ の 見解 に 反対 して い る
。

　「か え っ て 、 印 は 封 印 と蝋の 両 方に あ り、 先 ず な に よ りも、 封 印 をつ くる

者の 心 に ある の で
、 不可謬性 は

一
致 した両者 に ある とい うペ ロ ー ネ師の 考え

が わ か ります 。 」 と述べ て い る 。

　 さ らに 、 5月25日付 けの 手紙 で 、 ニ ュ
ーマ ン は ジ ロ ウ に教 会 の 不可 謬性 を

教 える教会にの み あ る 「教義決定の 特権」 と混同して い るの で は ない か と尋

ね て い る 。 厂正確で あろ うと心が けて い て も 、 科 学的真理 を表す の に 、 正確

を期 す る こ とは 大変難 しい こ とで す 。 非科学的で あ りふ れ た
‘

consult
’

とい

う言 葉 を、 あ た か も 、 判 断 を専 門家 に まか せ る か の よ うに神学的 な意味 に あ

な た が と られ た 理 由 は よ くわ か ります 。 そ れ は あ なた が 神学 者だ か らで す 。
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問題 は 普通の 英国の 信徒が文章 をそ ん な風 に理解 したか ど うか なの で す 。 」

　 7 月に 『ラ ン ブ ラ
ー

』の 記事が出版 され る とジ ロ ウは 攻撃に戻 っ た 。 8月

28日の 手紙で 、 司牧教会 （教 える 教会）の 機能 が一 時停 止す る こ とはあ り得

る とい うニ ュ
ー

マ ン の 主張に 、 は っ き りと反対 し 、 教会が信徒の 絶対 的 な信

頼 を要求す る の は正 当 だ と主張 した 。 そ うで ない と主張す る こ とは 、 「教 会

に対 して 用心 す る よ うに」 とい う信徒 へ の 警告と な る だ ろ う。 だ か ら、 こ の

記事の 考え方で い くと 、 「よ く考える 人 は 教会 の 不可謬性 を軽視す る よ うに

な り、 教 会全体 と して は誤 らない か もしれ な い が 、 教える教会 と教え られ る

教 会の どちらか は 間違 うか も しれ ない と考えた り、 また どち らか が間違 っ て

い ない とすれば 、 不可謬性 は教 える教 会で は な く教 え られ る教 会に あ る と考

える よ うに なる 。 そ うす る と弟子 が師 に まさる もの となる か もしれない
。

こ

の 考え方 と、 個 人 的 な判断 を教会教義上 の 権威 よ り上 に お く考え との 問 に差

は あ ま りない
。 」

　「こ の 記事が 出た の は 私が 機会 を与 えた とい うこ とで 、 少 な くと もあ る程

度私 自身の せ い で あ る と意識 して い るの で 、
こ の 件 に 関す る私 の 印象 を語 る

の は義務 の よ うに思 わ れ る 。 」 とい う、 もとの 手紙の 注 か ら 、
ニ ュ

ーマ ン は

先ず 、 短い が親 しみ を こ め た返事 を考 えて い たの は確 か で あるが 、 考 え直 し、

ジ ロ ウ の 長 い 手紙の た め に 、 もう
一

度厳密な言葉の 違い を教 えよ うと決心 し

た に ち が い な い 。 9月 2 日の 返事 で ニ ュ
ー マ ン は 「未決定」 は 「失敗」 を意

味 しなか っ た と抗議 して い る 。

　「こ の 言葉 は 『一 時停止 』」 さ え よ りは る か に 軽い 意味 なの だ 、 『司 教 団 』

とい う言 葉 は 『語 られ て い る 当時の 実際の 司教 の 集 ま り』で 、 それ以上 の も

の で は な か っ た 。」信徒 の 絶対的信頼に関 して は 、 彼の 言 う弊害 に 終わ りか

ね ない 信徒 の 絶対 的信頼 を信徒 に教 え こ む可能性 に つ い て 述べ て い る にす ぎ

ない の だ とニ ュ
ー

マ ン は 繰 り返 して い る 。

　 しか し 、 本当に ニ ュ
ー

マ ン を怒 らせ た の は 、 ジロ ウが 「実質的に信仰の 根
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本 とい う重要な点で 」お互 い に 異な っ て い る と主張した か な りい い 加減 な態

度で あ っ た 。

　 「あな た の 言葉 の もつ 強 さに 気付 い て お られ ない と思 い ます 。 信仰 の 問題

に つ い て 、 相手 にそ の よ うな 言葉 を用 い る の は 、 非常 な侮辱 で す 。 」 そ して

ニ ュ
ー マ ン は未発表 の 手紙 の 草稿 で 、 「信仰の 問題 で そ の よ うな言葉 を相手

に発す る者は、 終わ るべ きと こ ろ で 始 め て い る の で す 。 そ の 人 は忠告する権

利 も影響 を与える 可 能性 も失 っ て い ます。」 と付け加 えた 。

　9月16 日の ジ ロ ウの 返事で は 、
ニ ュ

ー マ ン の 論法の 微妙 な点も、 信仰の 根

本で 二 人が 違 うとい う主張に対 す る ニ ュ
ーマ ン の 強い 反対 も、 ジ ロ ウ に は 理

解で きな か っ た こ とが 示 され て い る 。 彼 は 抗議 して 「私た ちが 信仰の 点で 異

な っ て い る とは 言わ なか っ た
。 あな たが教会を全体 として

一
致に よ っ て不 可

謬 で ある とみ な して い る信仰 の 根本 につ い て 、 そ れ が どん な もの か私 には わ

か らない の で す 。 だか ら、 そ れ は信仰の 問題で ある とは 言 えない
。 私 が信仰

に属 する事 と して 考 えた こ と と矛盾 しない で 、 教 える 教 会の 機能が
一

時的に

停止 す る こ とは 起 こ り得 ない と主張 した の だ 。 しか し、信仰 に 関する事柄 は 、

明白な教義の 決定 に よ る信仰 と は何 か だ け で は な く 、 信 仰 か ら くる論理 的結

論 も含むの で ある 」 と言 っ て い る
。

　 こ の 手紙 を受け取 っ た後 、
ニ ュ

ー マ ン は 明 らか に こ れ以 上 返事をす る の は

無 駄で あ る と感 じた にちがい ない
。 しか し 、 後 に み る よ うに ジ ロ ウ はそ れ以

後 3 ヶ 月間 もこ の こ とに こ だ わ っ た 。

　彼 自身の 問い
， 即 ち 、 決定 の 前 に 教会 の 精神 をどの よ うに見出す こ とが で

きる かに つ い て の ニ ュ
ー

マ ン の 答えの 内容は 、 反対 者に も明 白で あ っ た 。 も

し教会が 信徒 に 聞 く義務が ある な ら、 教会は 聖 職者 と信徒の 合意 と して 自ら

を完全 に 明示す る義務 もあ る 。 こ の 信徒の 態度 は 迷 信 深い か 無関心 で あ り、

信仰 に 関 して 観念的 な同意 しか で きない 盲従す る現在の 信徒の 態度 とは全 く

ちが っ て い る 。
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　また 、 彼の 返事は ア ク トン と も一
線 を画 す こ と とな っ た 。 ア ク トン の 関心

は教会の 政治面 にあ り、教会 を司祭職 にあ る役人 の 活動 とみ な し、 良心 を抑

制力の な くな っ た聖 職者の 権力 と必然的に衝突す るあの 特別 な能力 と考え る

よ うに な っ て い た 。
ニ ュ

ー
マ ン に と っ て 、 そ の よ うな考 えは個人の 良心 の 限

界を十分 に考えて い る もの で はなか っ た 。 なぜ な ら、 個 人の 良心 は 、 世界全

体の 判断 を反映 して い るか ぎ り、不可 謬性 を主張で きる もの と彼 は考えて い

た か らで ある 。 「世界の 確固 と した判 断」の た め に彼は 教 会 に入 っ た の で あ

り、
こ れは 「信徒の 合意」が教 会の 誤 る こ との ない 声で あ る とい う彼の 考 え

の 中心 に ある もの で ある 。
こ れ は教会を政治的側面か らで は な く神秘 的側面

か ら見る こ とで あ る 。
ニ ュ

ー
マ ン が個人の 良心 を教会全体の 共 同体の 良心 に

お い て の み完成 され る と考えて い るの は明 らか で ある 。

一
方が 他方の 鏡で あ

り、 時 に はそ こ に 自ら をい っ そ う明確に み る こ とが で き 、 そ の 鏡 に よ っ て 個

人の 道徳的洞察力は成就 され 、 完成 され 、 養われ る 。 こ の 神秘 的側面 にお い

て は 、 教会は政治的集団 とか個人 の 良心の 集合体以上 の もの で ある 。 教会は

ダ イナ ミ ッ クで ある が ゆ え に、現実の 共 同体で あ り、 個人 の 良心 を生 き生 き

と させ 、 救 うこ との で きる 癒 しの 力 を もっ て い る 。 そ して 、 教 会だ けが 知 的

セ ン ス と霊 的セ ン ス を備えたあの 感受性を保 つ こ とがで きる 。 こ の 感受性 こ

そ 、 完全 な人 、 聖 な る 人の 秘密で ある 。

　 こ の よ うに 、
ニ ュ

ー マ ン は 教 皇 の 政治 権力 の 使用 と乱用 だ けで は な く、

1870年の 教皇の 不 可謬 1生の 教義の 公布 も切 り抜ける こ とが で きた 。 なぜ な ら、

彼 は あの 不可謬性 を 、 神秘体 が現 実 に存在す る共同体 と して 在 り続 け るの に

必 要 な方法 とみ な した か らで あ る 。 そ れ ゆ え 、
ニ ュ

ーマ ン は 教 皇を哲学者 と

して で は な く、 治世者 とみ な した 。 す な わ ち 、 「彼 は我 々 が お しゃ べ りする

間 に窒息死す る 。 」 そ して 、 教皇 の 姿を借 りて 教会 は 、 言葉 で は な く
一

撃で 、

低い 知力の 人 間に 語 りか け 、 哲学者の 肩衣 で は な く神秘的な しる しで 刺繍の

ほ どこ され たマ ン トを身に ま と っ た 。
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　 しか し、 知 的 なカ トリ ッ ク 出版界の こ の 悲劇 の 主役た ち との 文通 ， 会合、

誤解の さ なか で 、
ニ ュ

ー
マ ン は彼 らの 基 本 的 な論 点 、 す な わ ち 、 彼 らが 出

会 っ た反対の 本 質は 教 会の 健康不良 と機能不全 の 兆候 そ の もの で あ る とい う

こ とを決 して 否定 しは しない か っ た 。 詭弁 家 と呼 ばれ る危 険 を犯 して も彼が

主張 した こ とは
、

こ の 病気 に は
一
層深遠で 神学的分析が必 要で あ る とい う点

で あ っ た 。 彼 は 聖職 者 にで は な く、 聖 職者 と信徒の 合意 の うち にの み存在す

る教 会の 十全 さが明示 され るべ きで ある と要求 した。
こ の こ とこ そ が ニ ュ

ー

マ ン に と っ て な くて は ならない もの で あ っ た 。 しか し、 そ れ は聖職者 と信徒

の 両者の 譲歩に よ っ て の み実現可能で あ っ た 。

　信徒は教育を受ける こ とに 同意 しなければ な らない し、 そ う忠告 され る こ

とを侮辱と と っ て 腹を立 て て は ならない
。 しか し 、 教育は 知的 、 霊的成長が

時 と場所 とを同 じに して 行 われ る よ うに 、 独特の 方法で な されねば な らない 。

また 、 同 じ個人 とい う場が哲学の 殿堂で あ り、 信仰の 神殿で な けれ ばな らな

い o

　聖職者 も譲 歩 し 、 霊的差 別 をや め 、 信徒 と共 に働 くこ とに 同意 しな けれ ば

な らない
。 例 えば、 カ トリ ッ ク 大学の 中に お い て 、 「聖職 者と信徒が 出会い

、

お 互 い に 理 解 し 、 譲 り合 うこ とが で きる よ うな 、 中間地点を作る こ とに同意

しな ければ な らなV   そ うす れ ば 、 不信 へ と突 き進む 時代 に 、 共通 の 場 に

た っ て 聖 職 者 と信徒 は 団結 し 、 働 くこ と が で きる 。 」信 徒 が 信 仰 に 対 して

「服 従」 す る の は 「理 に か な っ て い る」 と教 会 が 教 え る の は 当然で あ る が 、

そ れ は信徒 に
一

層 自立 が 許 され る と きに の み 可能 なの で あ る 。 聖職者 は 、 生

きて い る信徒の 力が教会か ら誤 りを除くとい うこ とに 信頼 しな けれ ば な らな

い o

　 しか しなが ら 、
こ の こ とは 放縦 を擁護 す る の で は な い

。 法 の もとで 自由で

な け れ ば な らな い
。 間違 い を犯す 自由 に は 当然、 間違 っ た 時 に 叱責を受け る

義務 が伴 う。
ニ ュ

ー マ ン の ビ ジ ョ ン には 男性 的 な規律が あ る 。 我 々 の 特権 は
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声をあげる こ とで あるが 、
ロ ー マ の 義務は信徒 と同様 に 、 心 か ら明快 に答え

る こ とで ある 。 思 い や りと 明快 さは双方 に必 要で あ るか ら 。 次の 言葉 は な ん

とイ ギ リス 的で あ ろ う ！ 「我 々 は 叩か れ な けれ ば な らない 、 ハ ッ 、 そ うじゃ

ない か ね」 しか し 、
こ の 感想 は ワ イズ マ ン の イ ン グ ラ ン ドよ り、 ア ーノ ル ド

の ラ グ ビー校 に あて は まっ た 。
ニ ュ

ー
マ ン が ア イル ラ ン ドに 冒険 して 破綻 し、

『ラ ン ブ ラ
ー
』 を救お うと して 失敗 した こ とに つ い て 思 い め ぐら し 、 オ ク ス

フ ォ
ー ドに教 会 と家 を建 て る 計画 を始 め た時 、 「最初 か ら

一
貫 して 教育が私

の 分野で あ っ た」 と述べ たの も驚 くに あた らな い
。

　『信 徒に 聞 く』が 重要 なの は 、 議 論 を政策 や法規 の 領域か ら外 して 、 神学

の 領域 内に明白に位置づ けた こ とで ある 。 そ れ は ある教育上の 協力の 問題 に

対 する司教の 態度 に つ い て の 非難の 応酬 で は な くて 、 教 会の ま さに 中心で あ

る 精神 と組織 の 中で の 信徒 の 占め る位置 に つ い て の 議論 と な っ た こ と で あ

る 。
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